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宮崎市道の駅高岡指定管理者業務仕様書
　宮崎市道の駅高岡ビタミン館（以下「道の駅」という。）の管理運営を指定管理者が行うにあたり、業務の内容及び範囲等は、関係法令等によるほか、この仕様書に定めるものとする。

1. 道の駅高岡ビタミン館の基本方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　指定管理者は、道の駅の管理運営にあたっては、次の基本方針に沿って行うこと。
（１）市の公の施設であることを常に念頭におき、市民の公平な利用に供するよう管理運営を行うこと。
（２）施設の設置目的に資するよう適切な管理運営を行うこと。
（３）利用者の利便性向上を図るとともに農業、観光及び地域の振興に資する。
（４）利用者に対する接遇について充分注意するとともに、定期的な接遇研修を実施すること。
（５）施設利用者の安全確保に努めること。利用者等の個人情報の保護を徹底すること。
（６）その他市民サービスの観点から、積極的に自主事業に取り組むこと。
（７）管理運営にあたっては、市と緊密な連携を取ること。
2. 施設の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	名　称
	所　在　地
	敷地面積

	宮崎市道の駅高岡ビタミン館
	宮崎市高岡町花見304番地5
	4,699.68㎡


施設概要
	名称
	建築年度
	施設規模
	延床面積

	ふるさと特産品センター（ビタミン館）
	平成６年度
	鉄骨鉄筋コンクリート造２階建
	782㎡

	屋外公衆トイレ
	平成６年度

（平成１９年度増築）
	鉄筋コンクリート造　平屋
	52.37㎡


主な施設の内容
	名　　称

	１　特産品等販売施設

	２　農業加工室

	３　会議室

	４　多目的室

	５　自動販売機スペース

	６　多目的スペース

	７　ふれあい広場

	８　駐車場

	９　公衆トイレ


3. 施設の開館時間等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	施設名
	特産品等販売施設

農産加工室

会議室

多目的室
	自動販売機スペース

多目的スペース

ふれあい広場

駐車場、公衆トイレ

	開館時間
	午前９時から午後６時まで
	なし（２４時間）

	休館日
	１月１日から１月２日まで
	なし


※特に必要と認められる時は、あらかじめ市長の承認を得て、開館日および休館日を変更設定することができます。

4. 管理運営にあたっての留意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
指定管理者は、宮崎市道の駅高岡を管理運営するにあたり次に掲げる項目に沿ってその管理運営を行うこと。

（１）法令等の遵守

　　管理・運営にあたっては、次に掲げる法令・規定等を遵守してください。なお、本指定管理中にこれら法令・規定等に改正があった場合は、改正された内容を仕様とする。

○ 地方自治法（昭和22年法律第67号）

○ 労働関係法令

○ 宮崎市暴力団排除条例（平成23年条例第47号）

○ 宮崎市行政手続条例（平成8年条例第33号）

○ 宮崎市道の駅高岡条例（平成17年12月20日条例第175号）

○ 宮崎市道の駅高岡条例施行規則（平成26年１月29日規則第９号）

○ 宮崎市情報公開条例（平成14年条例第3号）

○ 個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）

○ 宮崎市財務規則（平成元年規則第1号）

○ その他の関係法令等
（２）個人情報の取扱い
　　　指定管理者は、管理運営業務に関連して取得した個人情報については、適切に取り扱うこと。
　　なお、協定締結にあたっては、「個人情報取扱特記事項」（資料集２）付加するものとする。
（３）守秘義務の遵守
　　　指定管理者は、管理運営業務に関して知り得た秘密を外部に漏らし、または他の目的に使用してはならない。また、指定管理期間終了後の場合も同様の取扱いとする。
（４）情報公開
　　　指定管理者は、宮崎市情報公開条例の趣旨に則り、指定管理者が所掌するセンター管理運営業務について、情報の公開が推進されるように努めること。
（５）損害賠償
　　　損害賠償に関しては、故意または過失により管理物件を損傷し、または滅失したときは、それによって生じた損害を市に賠償しなければならない。ただし、指定管理者の特別な事情があると市が認めたときは、市は、その全部または一部を免除することがある。
（６）保険
　　　保険に関しては、指定管理者は、自らリスクに対応して、自らの負担において仕様書の範囲で保険に加入すること。なお、指定管理者は、市が加入する「全国市長会　市民総合賠償補償保険」の被保険者とみなされる。指定管理者が対象者となる賠償責任保険の内容は、次のとおり。
	賠償責任保険契約類型
	Ｅ型

	てん補限度額
	身体賠償
	１名につき
	１億5,000万円

	
	
	１事故につき
	15億円

	
	財物賠償
	１事故につき
	2,000万円

	免責金額
	１事故につき
	なし


（７）その他
　　・ごみの減量、省エネルギー、CO2削減等環境に配慮した運営に努めること。
　　・指定管理者が施設の管理運営に係る各種規定又は要綱等を作成するときは、市（高岡農林建設課）と協議を行うこと。
　　・本仕様書に記載の無い事項等業務の内容について疑義が生じた際は、その都度協議し決定すること
5. 施設の利用料金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(1) 利用料金制度

　　施設の管理・運営にあたっては、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2第8項の規定に基づく「利用料金制度」を採用します。

　　よって、指定管理者は、条例で定める額の範囲内で施設の利用料金を設定し、利用料金の収入として収受することで、施設の管理、運営に係る収支について責任を負うことになり、施設の利用を促進し収入の確保を図る必要が有ります。
(2) 利用料金の上限額

	区分
	単位
	利用料金

	特産品等販売施設
	１月
	当該月の売上高に100分の10を乗じて得た額

	農産物加工室
	１月
	当該月の売上高に100分の10を乗じて得た額

	会議室
	１時間
	230円

	多目的室
	営利目的として利用する場合
	
	当該日の売上高に100分の10を乗じて得た額又は5090円のいずれか高い額

	
	営利目的としないで利用する場合
	１時間
	500円

	自動販売機スペース
	１月
	当該月の売上高に100分の30を乗じて得た額

	多目的スペース
	１日
	当該日の売上高に100分の10を乗じて得た額又は3050円のいずれか高い額

	備考

1. 「売上高」とは、特産品等販売施設の利用者が特産品等を販売して得た対価の総額、農産加工室の利用者が農産加工室等を特産品等販売施設において販売して得た対価の額の総額又は多目的室、自動販売機スペース若しくは多目的スペースの利用者が商品等を販売して得た対価の額の総額とする。

2. 会議室又は多目的室を利用する場合において、冷暖房施設を利用するときの利用料金の額は、この表にあげる額に、１時間につき200円を加算した額とする。

3. 多目的室を利用する場合において、調理器具を利用するときの利用料金の額は、この表にあげる額に、１時間につき150円を加算した額とする。

4. 利用者（会議室及び多目的室の利用者を除く）が電気、ガス、水道等（以下「電気等」という）を利用するときは、この表にあげる利用料金のほか、電気等の料金又は設備等に要する実費相当額を徴収することができる。

5. 利用時間に１時間未満の端数が生じたときは、その端数は１時間とする。


6. 指定管理者が行う業務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅰ　施設等の運営に関する業務
（１）道路利用者の休憩及び地域の特産品、農産加工品等の販売等のための施設の提供に関すること

　①道の駅高岡の開閉

　②閉館後の点検

　③利用申請書及び各種届出の受理及び利用許可書の交付

　④利用料金の確認、収納事務

　⑤施設、付属設備及び備品の利用方法の説明

　⑥利用者の安全管理

　⑦毎日の来場者数の把握

　⑧ビタミン館生産者直売所協議会との連携

（２）道路情報、観光情報、イベント情報その他の情報の提供に関すること

　①道路案内業務

　②観光及びイベントに関するインフォメーション業務

（３）施設の利用促進に関する業務

　①関係機関との連携による利用促進活動

　②パンフレットの作成、配付等の広報活動

　③地元住民、農家との連携

　④イベント等の企画、実施に関する業務

　⑤交流機会の拡大促進に関する業務

（４）その他施設等の利用に関する業務

　①窓口対応、館内案内

　②各種問い合わせや要望、苦情、トラブルへの対応

（５）防災対策に関する業務

　①防火管理者の配置

　②消防計画の作成

　③消防訓練の実施

　④防火対象物定期点検報告

	業　務　名
	実施箇所
	内　　　　　容
	頻　度

	施設（建物・工作物）及び設備の維持管理業務
	建物及び駐車場など施設全体
	破損箇所の点検、簡単な修理、修繕
	随　時

	施設内外の定期・定時清掃
	建物内外及び駐車場・施設周辺
	施設全体の日常清掃
	開館日

	
	
	窓、ガス、照明器具、天井、壁面
	年2回

	
	
	グリスとラップ清掃
	月1回

	ごみの分別搬送
	
	宮崎市が定めたごみ分別の遵守
	随　時

	備品の維持管理
	建物及び駐車場など施設全体
	備品の定期点検及び整頓
	随　時

	警　備
	建物及び駐車場など施設全体
	防犯、火災監視
	毎　日

	衛生害虫及び鼠駆除
	建物及び駐車場など施設全体
	定期的な害虫・鼠等の駆除
	全館年1回、随時

	設備の保守管理・維持点険整備
	建物及び駐車場など施設全体
	消防設備、食品加工機器、排水処理設備、機械警備、冷暖房設備、ガス
	年2回


Ⅱ　施設等の管理に関する業務

　　施設、付属設備及び備品の維持管理に関する業務関連

	設備の保守点検・維持点検整備
	
	水道設備等の機能維持及び点検整備、浄化槽法定点検（年1回）
	

	
	合併浄化槽設備
	合併浄化槽設備の機能維持及び点検整備
	月1回


Ⅲその他の業務

（１）広報業務

道の駅使用促進等の宣伝活動のほか、ポスター掲示等他施設のＰＲの協力

（２）施設等の管理運営に関する調査、研修及び資料収集に関する業務

　　①類似公共施設の情報収集

　　②統計基礎資料の作成

（３）事業計画書、事業報告書等の作成業務

①毎年度開始前、業務の実施計画等を記載した事業計画書及び予算書の作成

②毎年度終了後、業務の実施状況、利用状況、経理の状況等を記載した事業報告書及び決算書の作成

（４）宮崎市等関係機関との連絡調整業務

①市への定期的な報告書類の提出

②予算要求に必要な資料提供

③緊急事態等における市の関係機関への通報及び連絡

（５）緊急時対策、防犯・防災対策マニュアルの作成及び職員指導業務

　　①あらゆる緊急事態、非常事態、不測の事態に対応するためのマニュアルの作成

　　②職員に対するマニュアルの周知徹底、災害時の対応についての随時訓練の実施

（６）職員に対しての運営管理に必要な研修業務

（７）その他運営管理に必要な業務

7. 職員配置等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）施設の管理運営業務を行う責任者を１名配置するほか、常時１名以上配置を標準とする。

　　　ただし、業務の一部であって、専門的な知識または技術を必要とし、かつ自ら経営運営することが困難なものまたは運営上特に効果的であると認められるものについては、市と協議の上当該業務を的確に遂行するに足りる能力を有する第三者に委託する事ができます。しかし本事業の全部を第三者に委託し、または請け負わせることはできません。

（２）各種業務における責任体制を確立すること。

（３）職員の勤務形態は、施設の管理運営に支障のないように配慮するとともに、利用者の要望に応えられるものとすること。

（４）職員の資質を高めるため、研修を実施するとともに施設の管理運営に必要な知識と技術の習得に努めること。

8. 業務事業及び決算状況等の作成及び報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）業務状況及び事業・決算状況の報告
　　毎年度終了後６０日以内に宮崎市公の施設に係る指定管理者の指定の手続きに関する条例（平成１７年条例第１号）第７条に規定する事業報告書を作成し、市へ提出することとします。
　　なお、事業報告書の記載項目等については、協定において定めます。
　　報告内容は概ね次のとおりとします。
　　①管理業務の実施状況
　　②住民による利用状況（利用者数、使用拒否等の件数・理由等）
　　③使用料金収入の実績、管理に要した経費等の収支の状況
　　④その他市長が別に定める事項
（２）月次報告書の提出
　　毎月１５日までに、下記の事項を記載した先月分の月次報告書を市に提出すること。
　　・事業及び利用実績（実施事業、利用人員等）
（３）年度計画書の提出
　　令和６年度の年度計画については、協定書の締結と同時に市へ提出することとします。また、令和７年度～令和１０年度の年度計画については、当該前年度の12月末日までに提出することとします。
（４）実地調査の実施
　　市は、指定管理者の業務の遂行状況や実績を確認するため、実地調査等を行い、必要な指示を行います。
　　指定管理者が、上記の指示に従わない場合、市は指定管理者の指定を取り消し、又は期間を定めて管理業務の全部若しくは一部の停止を命じることがあります。
（５）監査委員会等による監査
　　監査委員事務局から指定管理者に対し監査の通知があった場合は対応してください。
9. 指定管理料に関する事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
市が支払う指定管理料の金額等については、会計年度ごとに指定管理者から提出された収支予算書をふまえ、予算編成過程や予算の議決を経て、当初予算の範囲で当該年度の年度協定の締結時に決定するものとします。

（1） 指定管理料の精算等
各年度の収入を支出で除した数値（収支比率）が１０５％を超えた場合、その超える額から消費税相当額を控除して得た額に３０％を乗じた額を、市に納付金として納付するものとします。

また、損出額が生じた場合においてもリスク分担表に基づくもの以外、追加の委託料は支払いません。

（2） 指定管理料の支払い

指定管理料は、指定期間（令和６年４月１日から令和１１年３月３１日）における指定管理料は０円とする。

（3） 管理口座
経費及び収入は、道の駅の管理運営に関わる専用の口座で管理してください。

ただし、やむ得ない事由がある場合は、市と協議してください。
10. モニタリングに関する事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）モニタリングの実施
　　市は、指定管理者の業務の遂行状況や実績を確認するため、モニタリングを行います。なお、実施時期や項目については、別途定めるものとします。
（２）業務が基準を満たしていない場合の措置
　　事業報告書やモニタリングの結果、指定管理者の業務が基準を満たしていないと判断した場合、
　市は、指定管理者が必要な改善措置を講じるよう通知や是正勧告を行い、それでも改善が見られない場合、指定を取り消すことがあります。
11. 帳簿書類等の保存期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
指定管理者として作成した帳簿書類等はその帳簿閉鎖の時より５年間保存するものとします。

12. リスク管理、責任分担に関する事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市と指定管理者のリスク管理、責任分担については、次表のとおりとします。
	項　　　　　目
	内　　容　　等
	市
	指定管理者

	１　施設、設備、備品、資料等の損傷など
	指定管理者による管理の瑕疵による損傷等
	
	○

	
	施設の設置に関する瑕疵による損傷等
	○
	

	
	第三者の行為、経年劣化等による損傷等で小規模なもの
（年間の修理費が１０万円未満）
	
	〇

	
	第三者の行為、経年劣化等による損傷等で大規模なもの
（年間の修理費が１０万円以上）
	○
	

	２　管理、運営に係る事故等に

よる第三者への損害賠償
	指定管理者の責に帰すべき事由によるもの
	
	○

	
	施設の設置に関する瑕疵によるもの
	○
	

	３　不可抗力への対応
	不可抗力（暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、地すべり、落盤、火災、騒乱、暴動その他の自然的又は人為的な現象）に起因する施設修繕、事業中断等による経費増など
	○
	

	４　物価変動、金利変動、税制の変更による管理運営経費の増
	
	
	○

	５　法制度改正、行政的理由による事業内容の変更等による運営経費の増
	
	○
	

	６　事業終了時の対応（撤収・

施設等の原状回復・引き継ぎ）
	
	
	○

	７　保険の加入
	施設賠償責任保険等
	
	○


※　税制の変更のうち、指定管理料に係る消費税の税率変更による増は、市の負担とする。

13. 物品の帰属等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
市の所有に帰属する別紙１に記載の物品等については無償で貸与します。ただし、その修理並びに更新は指定管理者の負担とします。なお、貸与物品は、指定管理業務終了後において、整備点検のうえ、返却してください。

指定管理者が指定管理料により物品を購入したときは、購入後の物品の所有は、指定管理者に帰属します。ただし、指定期間終了後の物品の取り扱いについては、新旧の指定管理者と宮崎市の間で協議を行うものとします。
14. 原状回復義務等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
指定管理者は施設又は設備の変更をしようとするときは、あらかじめ市と協議するとこととします。また、当該指定管理者の指定の期間が満了したとき、又は指定を取り消された場合、協定を解除された場合は、市の指定に基づき、施設を原状に復して引き渡してください（機能低下があった場合の機能低下前の状態にすることを含む）。
15. 指定管理者に対する監督・監査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（1） 市は指定管理者が管理する施設の適正な運営を期すため、指定管理者に対して、当該業務内容又は経理の状況に関して報告を求め、実地調査し、必要な指示をすることができます。

（2） 市は指定管理者が市の指示に従わない場合や、指定管理者の経営状況が著しく悪化している等、施設の適正な管理に著しい支障が生じる恐れがある場合は、指定を取り消し、又は期間を定めて業務の全部又は一部の停止を命ずることができます。

（3） 市又は監査委員が必要と認めるときには、指定管理者が行う管理運営業務について監査を行うこととします。

16. 事業の継続が困難となった場合の措置等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(1) 指定管理者の責めに帰すべき事由による場合

指定管理者の責めに帰すべき事由により、業務の継続が困難になった場合は、市は指定の取り消しをすることがあります。その場合は、市に生じた損害は、指定管理者が賠償するものとします。また、次期指定管理者が円滑に、かつ支障なく、センターの業務を遂行できるよう、引継ぎを行うものとします。

(2) 当事者の責めに帰すことができない事由による場合

不可抗力等、市及び指定管理者双方の責めに帰すことのできない事由により業務の継続が困難になった場合、事業継続の可否について協議するものとします。一定期間内に協議が整わない場合は、市は指定の取り消しをすることがあります。

なお、次期指定管理者が円滑に、かつ支障なく、市の業務を遂行できるよう、引継ぎを行うものとします。

17. その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(1) 引継ぎについて

指定管理者の指定は、議会において指定管理者の指定が議決された後となります。

指定後速やかに現在の管理者（市及び指定管理者）との引継ぎに入っていただきます。

なお、業務引継ぎに要した費用は全て指定管理者として選定された団体の負担とします。

(2) 議決の決定

議会の議決を経るまでの間に指定管理者に指定することが著しく不適当と認められる事情が生じたときは、指定管理者に指定しないことがあります。

なお、議会の議決が得られなかった場合及び否決された場合においても、道の駅に係る管理運営の準備のために支出した費用については、一切補償しません。

(3) その他

この仕様書に記載のない事項及びこの業務の内容、処理について疑義が生じた場合は、市と指定管理者が協議のうえ処理する。

１８．参考資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）直近３年分の道の駅の利用実績は以下のとおりです。
	
	令和2年度
	令和3年度
	令和4年度

	利用者数（人）
	158,188
	168,491
	189,142

	売上高（円）
	22,357,638
	24,950,524
	29,308,035


（２）直近４年分の道の駅の指定管理料は０円です。

（３）道の駅高岡の備品については別紙１のとおりです。

別紙１

宮崎市道の駅高岡備品一覧

	
	品　　名
	数量

	１
	食器戸棚
	１

	２
	食器棚
	１

	３
	吊戸棚
	２

	４
	真空包装機
	１

	５
	冷蔵庫
	１

	６
	蒸し器
	１

	７
	冷凍庫
	１

	８
	１槽シンク
	２

	９
	２槽シンク
	２

	１０
	１槽水切付シンク
	２

	１１
	オイルタンク
	１

	１２
	ステンレスフード
	３

	１３
	バッチフリーザー
	１

	１４
	バステライザー
	１

	１５
	全自動吸水器
	１

	１６
	蒸気ボイラー
	１
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